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本日の講義内容 

• “学生の学び”とは？ 

• 図書館における“学生の
学び”とは？ 

• 講義内容のふりかえり 



この講義の学習目標 

• 学生の学びを促進するために、どのようなア
プローチが考えられるか、自分の言葉で他者
に説明できるようになる 

• なぜ、今自分たちが「学生の
学びの支援」を考える事が大
切なのか、他者に説明できる
ようになる 



私からの問いかけや、話し合
いに対して、一人一人の積極
的な参加を期待します。 

話合いを通じて、自分の中で
モヤッとしたイメージを客観
的に見たり、一人では辿りつ
かない新しいアイデアを生む
体験を！ 

皆さんへの期待 



Check-in 
チェックイン 

皆さんはこの講義に 

何を期待しますか？ 



ところで… 

この後、何をしたら「学習目標」
に辿り着けるでしょうか？ 



終了時に参加者にどんな
姿になって欲しいか？ 

講義・ワークショップの組み立て 

構成・流れ 

ビジョン・目標 

スケジュール 

内容・手法 

何時・どこで・誰が？ 

何を・どうやって？ 
※場所や時間の制約注意！ 



“学生の学び”とは？ 







「If the Kyudai were a village of 100 people（もし九大生が100人だったら）」(http://www.facebook.com/KyushuUniv) 



「If the Kyudai were a village of 100 people（もし九大生が100人だったら）」(http://www.facebook.com/KyushuUniv) 



「If the Kyudai were a village of 100 people（もし九大生が100人だったら）」(http://www.facebook.com/KyushuUniv) 



遊び離れ、勉強志向の高まり 

学力低下問題 

部活・サークル加入率の低下 

友人関係の狭小化・希薄化 

女子学生のキャリアの広がり 

学生の 
多様化 

相談相手としての教員 

武内清編『大学とキャンパスライフ』上智大学出版, 2005年 



大学生が「学ぶ」時 

• 学ぶ内容が自分の生活にとって
意味がある（学ぶことが必要だ）

と納得している 

• 能動的に参加する機会がある
（少人数活動） 

• 学生が主体的に考える時間を
持つ 



教授パラダイム 学習パラダイム 

知識は教員から学生へ伝授される
／学生は情報を受動的に受け取る 

学生は情報を集め、組み合わせ、統
合することを通して知識を構築する 

／学生は主体的に関与する 

知識の活用を想定せず、習得する
ことが強調される 

現実の生活における課題や問題を解
決するために知識を活用し、繋げる

ことが強調される 

正しい答えが強調される 
より良い質問を生み、失敗から学ぶ

ことが強調される 

文化は競争的かつ個人的 文化は協働的、共同的かつ支援的 

学生だけが学習者と見なされる 教員と学生は共に学ぶ 

（Huba&Freed(2000)Learner-Centered Assessment on College Campuses)を編集。 



• 過渡期の今、皆さんの大学
での教育は、2つのパラダイ
ムのどこでバランスを取りな
がら進めているのでしょう
か？ 

• 図書館は、大学が目指す学
習者像に、どのように貢献
できるのでしょうか？ 



図書館における 

学生の学びとは？ 



• 学生の言葉を頭ごなしに否定しない（学生の相談

やコメントは、真意が別にあることも） 

• 良いタイミングで褒める（自己効力感を高める） 

• 学生が主体的に考え、発言する機会をつくる 

• 最初は丁寧に、徐々に一人で（最初から自律的な

学習はできない） 

• 電子媒体（メール、e-ラーニング）は、対面での

支援を充実させるために使う 

 

学びを促す関わり方 



今日の講義のふりかえり 





今日は何を話し合ったのか？ 

• 現在の状態   将来の理想 

 

※2つの間のギャップを埋める
もの＝「支援」 

 



Strange＆Banning(2001) 

 

共同体 

（完全なメンバーの一員） 

関与 

（参加、エンゲージメント、役割を持つ） 

安全と包含 

（所属と保証の意識） 

学習環境の3段階モデル 



最後に… 

• 万能な手立ては無い 

 

• 発想を豊かに、仲間と知恵を出
し合いながら進めていく 

 

• 仲間は職場の中だけではない
（他部署・大学にも仲間はいる） 





Check-out 
チェックアウト 




